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頁 



【食品健康影響評価を実施する部会を指定する農薬】 

1 

エトフメセート 

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 評価資料 

・農薬登録（新規） 
・暫定基準 

ベンゾフラン環

系 細胞分裂の抑制 除草剤 
農薬抄録、各種試

験成績、米国、EU
及び豪州評価書 

 
【試験成績の概要】 

１．暫定基準値は、別添のとおり。基準参照国は米国及び豪州。評価書（案）たたき

台は農薬抄録、米国、EU 及び豪州評価書に基づき作成した。 
２．各毒性試験の実施年及び GLP 適用の有無については、評価書（案）たたき台の

目次参照（省略）。 
 

【事務局より】 

本剤は、2007年 4月 13日の旧確認評価第一部会において評価書評価が行われた。 
今般、農薬登録申請（新規：てんさい）をうけ、試験成績を評価書案に追加した。 

 
【事務局における気づきの点】 

１．動物体内運命試験において、エトフメセートの吸収率は 70％以上であった。投

与 5 日後までに 95%TAR 以上が排泄され、そのうちのほとんどが投与 24 時間ま

でに速やかに排泄された。主要排泄経路は尿中排泄（70%TAR 以上）であった。 
２．畜産動物（泌乳期ウシ及び産卵ニワトリ）を用いた動物体内運命試験において、

可食部での組織中残留放射能濃度の最高値は、ウシで 0.122 μg/g、ニワトリで

0.160 μg/g であった。 
３．てんさい、ライグラス及び輪作作物（ハツカダイコン、キャベツ、小麦）での植

物体内運命試験の結果、残留放射能中には親化合物、代謝物 M1、M2 及び M3
が認められ、代謝物の最高値はそれぞれ 11.2、58.4 及び 23.2%TRR であった。 

３．作物残留試験では、エトフメセート及び代謝物 M2 を分析対象化合物としたてん

さいを用いた作物残留試験が実施されており、エトフメセート及び M2 は、とも

に定量限界未満であった。 
４．毒性試験における影響は主に肝臓（ラット及びイヌ）に認められ、マウスでは顕

著な影響は認められなかった。 
５．神経系、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなか

った。 
【評価を受ける部会等（予定）】：評価第四部会 
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テブフロキン 

 
諮問理由 化学構造 作用機序 用途 評価資料 

新規登録申請 － 
ミトコンドリア 
電子伝達系阻害 

殺菌剤 
農薬抄録、各種試験

成績 

 
【試験成績の概要】 
１．各毒性試験の実施年及び GLP 適用の有無については、評価書たたき台の各項目

を参照。 
 
【事務局における気づきの点】 

１．動物体内運命試験でテブフロキンの Tmaxは低用量群で 3.0 時間、高用量群で 12.0
時間であった。吸収率は 73.5～92.4%であった。テブフロキンは投与後速やかに代

謝され、尿及び糞中に認められなかった。主要な代謝物は M1 であった。主要な排

泄経路は糞及び尿中への排泄であった。 
２．植物体内運命試験（水稲、トマト及びほうれんそう）で、最終散布 35 日後の玄

米の主要成分はテブフロキン及び代謝物 M1 であり、トマトでは M4、ほうれん

そうでは M2 が主要成分であった。植物体内では、テブフロキンの M1 への脱ア

セチル化による M1 の生成とその側鎖の酸化によると考えられた。 
３．作物残留試験において、玄米中のテブフロキンの残留量は検出限界以下であり、

M1 が 0.11 mg/kg で、他の代謝物は 0.1 mg/kg 以下であった。 
４．毒性試験においてテブフロキンの影響は、主に血液（貧血等）、肝臓（変異細胞

巣等）、脾臓（重量増加等）及び膀胱（粘膜上皮過形成等）に認められた。  
５．ラットの発生毒性試験で母動物に毒性影響の見られる用量で、骨格変異（過剰肋

骨等）が認められたが、奇形は認められず、ウサギでは変異及び奇形はみられなか

ったことから、テブフロキンに催奇形性はないと考えられた。 
６．腫瘍はイヌ、マウス及びラットにみられなかった。 
７．遺伝毒性（テブフロキン、代謝物 M1、分解物 M14 及び 2 種の原体混在物）は

陰性であった。 
 
 

【評価を受ける部会等（予定）】：評価第二部会 
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ピリメタニル 

諮問理由 化学構造 作用機序 用途 評価資料 
・暫定基準 
・インポートトレラン

ス設定の要請 
・食品添加物の新規指

定要請 

アニリノピリ

ミジン系 

・糸状菌のメチオニン生合成

阻害 
・植物細胞壁を加水分解する

酵素の菌体外への分泌阻害

防ばい剤 
食品添加物指定

の要請書、 
JMPR 評価書 

 
【試験成績の概要】 

１．暫定基準値は、別紙のとおり。基準参照国は米国及び豪州。評価書（案）たたき

台は食品添加物指定の要請書及び JMPR 評価書に基づき作成した。 
２．各毒性試験の実施年及び GLP 適用の有無については、評価書（案）たたき台の

各項目を参照（省略）。 
 
【事務局における気づきの点】 

１．動物体内運命試験において、ラットに単回投与後の Tmax は、低用量で 0.735 時

間、高用量で 3.94 時間、T1/2は低用量で 4.80 時間、高用量で 11.8 時間であった。

経口吸収率は 80%前後と推定され、腎臓、腎脂肪、肝臓、甲状腺、副腎及び卵巣

に比較的高く分布した。尿及び糞中の主要代謝物は B であり、尿及び糞中の 6.8
～38.1%TRR を占めた。他に B の硫酸抱合体、C、D、E 及び F が検出された。

排泄は速やかであり、主要排泄経路は尿中であった。 
２．りんご、ぶどう、にんじん、トマト、リーフレタス及びいちごにおける植物体内

運命試験の結果、主要残留成分はピリメタニルであり、44～96%TRR を占めた。

10%TRR を超える代謝物は認められなかった。 
３．我が国では農薬として登録されていないため、国内における作物残留試験は実施

されていない。 
４．乳牛における動物体内運命試験において、乳汁、肝臓及び腎臓中にピリメタニル

は検出されなかった。10%TRR を超える代謝物は、乳汁中では C（64%TRR）

及び極性代謝物（27%TRR）、腎臓中では B（46%TRR）及び極性代謝物（42%TRR）

であった。肝臓からは代謝物は検出されなかった。筋肉及び脂肪への残留は非常

に低く、同定されなかった。 
５．毒性試験における影響は主に肝臓（肝細胞肥大等）、甲状腺（ろ胞上皮細胞肥大

等）及び尿路系（膀胱結石等）に認められた。 
６．発がん性試験において、ラットの高用量群の雌で甲状腺ろ胞細胞腺腫が増加した。 
７．繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。 
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【評価を受ける部会等（予定）】：幹事会 
 

本剤は、いわゆる「ポストハーベスト」の使用方法があるものであり、「農薬で

あって農作物の収穫後に添加物としても使用されるものについて、食品安全基本法

第 24 条の規定に基づき意見を求められた場合の取扱いについて」（平成 22 年５月

20 日食品安全委員会決定）に基づき、添加物専門調査会の専門委員のうち適当な

者に対し、農薬専門調査会に出席を求め審議を行う。 
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トルフェンピラド（第３版） 

 
諮問理由 化学構造 作用機序 用途 評価書に追加した資料 

適用拡大 ピラゾール

環を有する 

ミトコンドリア

の電子伝達系阻

害 

殺虫剤 ・原体を用いた急性神経毒性試験（ラ

ット 
・原体を用いた前進突然変異試験（マ

ウスリンフォーマー）及び小核試験

（マウス） 
・CHL 細胞を用いた in vitro 細胞周

期解明試験 
・作物残留試験 

 
【事務局における気づきの点など】 

１．適用拡大に係る諮問による第 3 版の審議。 
２．急性神経毒性試験の結果、神経毒性は認められなかった。最小毒性量の所見とし

て、体重増加抑制等が認められた。 
３．原体を用いた前進突然変異試験（マウスリンフォーマー）及び小核試験（マウス）

は、いずれも陰性であった。 
４．CHL 細胞を用いた in vitro 細胞周期解明試験は、CHL 細胞を用いた in vitro 染

色体異常試験の代謝活性化系非存在下で、染色体の数的異常の発生頻度が認められ

たため実施された。その結果、遺伝子への作用に起因するものではなく、細胞周期

の遅延に関連した変化であると考えられた。 
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農薬専門調査会体制（平成２２年６月農薬専門調査会決定）

幹事会

審議結果を幹事会に報告

幹事会
納屋 聖人 《座長》
林 真 《副座長》
赤池 昭紀

上路 雅子
小澤 正吾

三枝 順三

西川 秋佳
布柴 達男
松本 清司
吉田 緑

農薬専門調査会座長、各部会座長、各部会副座長、座長が指名した者

評価第四部会（１１名）

○玉井 郁巳

（金沢大教授・動物代謝）

○根本 信雄
（富山大教授・動物代謝）

○與語 靖洋

（農環研領域長・植物代謝）
○川口 博明(新任）

（鹿児島大助教・毒性）

○津田 修治

（岩手大教授・毒性）

○西川 秋佳 《座長》
（国衛研安全性研究ｾﾝﾀｰ長・毒性）

○柳井 徳磨

（岐阜大教授・毒性）

○山手 丈至
（大阪府立大教授・毒性）

○代田 眞理子

（麻布大准教授・生殖）
○布柴 達男 《副座長》

（国際基督教大教授・遺伝毒性）

○太田 敏博
(東京薬科大教授・遺伝毒性)

評価第三部会（１０名）

○永田 清

（東北薬科大教授・動物代謝）
○石井 康雄

（植調研技術顧問・植物代謝）

○臼井 健二

（筑波大名誉教授・植物代謝）
○川合 是彰

（元臨床研ｾﾝﾀｰ研究員・毒性）

○三枝 順三 《座長》
（JST技術参事・毒性）

○高木 篤也

（国衛研室長・毒性）

○津田 洋幸

（名古屋市立大特任教授・毒性）
○納屋 聖人 《副座長》

（産総研主任研究員・生殖）
○八田 稔久(新任）

（金沢医科大教授・生殖）

○佐々木 有

（八戸高専教授・遺伝毒性）

評価第二部会（１１名）

○小澤 正吾 《座長》

（岩手医科大教授・動物代謝）
○細川 正清

（千葉科学大教授・動物代謝）

○小林 裕子

（元日植防研技術顧問・植物代謝）
○泉 啓介

（徳島大教授・毒性）

○長野 嘉介（新任）

（バイオアッセイ研副所長・毒性）
○藤本 成明

（広島大准教授・毒性）

○松本 清司 （血液学）

（信州大准教授・毒性）
○吉田 緑 《副座長》

（国衛研室長・毒性）

○長尾 哲二
（近畿大教授・生殖）

○根岸 友惠

（岡山大准教授・遺伝毒性）

○本間 正充
（国衛研室長・遺伝毒性）

評価第一部会（１１名）

○平塚 明

（東京薬科大教授・動物代謝）
○山崎 浩史

（昭和薬科大教授・動物代謝）

○上路 雅子 《座長》

（日植防技術顧問・植物代謝）
○田村 廣人

（名城大教授・植物代謝）

○相磯 成敏

（バイオアッセイ研室長・毒性）
○赤池 昭紀

（京都大教授・神経毒性）

○義澤 克彦

（関西医科大講師・毒性）
○福井 義浩（新任）

（徳島大教授・生殖）

○堀本 政夫
（千葉科学大准教授・生殖）

○林 真 《副座長》

（安評センター長・遺伝毒性）

○若栗 忍
（秦野研研究員補・遺伝毒性）


